
施設の特徴

児童の健全育成と科学の心や創作意欲を目覚めさせ、伸ばすことに取り組んでいます。

・児童健全育成事業

　　幻想的な光と音のショーや音楽遊び、紙芝居の

　実施など、児童の健康増進・情操教育のための

　遊び、展示を行っています。

　　また、子育てマイスターによる子育て相談や

　子育て講座を実施しています。

・科学普及事業

　　プラネタリウムや全天周映画（アストロビジョン）

　の投映・上映、星空観望会などの開催や子ども

　たちが物質の世界や自然の世界に興味・関心

利用状況等 利用者負担(利用料金)等 　を示すような科学実験ショーを実施しています。

H14 H15 H16 H17 Ｈ18 一般 500円

346,790 349,710 350,097 373,126 404,917 小中学生 250円

13,791 14,944 12,874 13,030 16,183 幼児 100円

〃　（展示） 一般 100円

福井県児童科学館(エンゼルランドふくい） ホームページ

　　http://www.angelland.or.jp/

平成18年度の特色について

　平成１８年４月から、指定管理者に（福）福井県福祉事業団を指定し、新たな取組みを行っ
ています。
（管理委託期間　平成21年3月までの3年間、指定管理料総額989,396千円）

　指定管理者制度の導入により、開館日の増加、イベント内容の見直しなど利用者に対する
サービスが向上し、導入前に比べ利用者は＋8.5％、利用料金収入は＋24.2％と大幅に増加
しました。

　一方、コストについても、管理委託料が減少するなど、一定の効果がありました。

事業実績

利用状況
の推移

　平成１１年６月に開館し、子どもを中心に年間約４０万人の利用者があります。
　
　平成１８年度は、指定管理者制度の導入に伴い、管理者による積極的な企画・サービスの向上、利用促進の
努力がなされ、初めて年間利用者が４０万人を超え、５月には開館からの総入館者数が２５０万人を達成しまし
た。また、利用料金収入も平成１７年度より２４％増加し、１６百万円となりました。

観覧料
（スペース
シアター）

所　 在 　地

設置年月日

施設の種類

利用料金収入（千円）

入場者数（人）

設置の目的

職 　員　 数

概　　　　 要
（構造、面積、主な機

能）

遊びを通じて児童の健康を増進し、その情操を豊かにするとともに、科学に関する関心と理解を深
めることにより、児童の健全な育成を図る。

本館：鉄骨鉄筋コンクリート造り、地上２階（一部３階）、延床面積６，８４９㎡
別館：鉄筋コンクリート造り、地上２階、延床面積１７０㎡
屋外公園：
指定管理者（職員１３人　　嘱託８人　　アルバイト１人　　計２２人）
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坂井市春江町東太郎丸３－１

平成１１年６月１日

児童厚生施設 指定管理者：（福）福井県福祉事業団施設管理主体

施設利用者等の推移
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行政コスト計算書（平成１８年度） （単位　千円） バランスシート（平成１９年３月３１日現在） （単位　千円）

総額 構成比 前年比

人件費 0 0.0% - 前年比 前年比

退職給与引当金繰入 0 0.0% -
有形固定
資      産

7,973,177 95.9% 固定負債 3,510,201 87.8%

計 0 0.0% - うち土地 1,927,197 100.0% うち起債残高 3,510,201 87.8%

物件費 322,626 41.8% 91.9% うち建物 5,901,408 94.4%

維持補修費 2,410 0.3% 12.0%

減価償却費 354,237 45.8% 100.1% 投 資 等 32,549 79.2% 流動負債 489,128 71.1%

計 679,273 87.9% 93.7% 流動資産 0 - 正味資産 4,006,397 109.2%

公債費（利子） 93,849 12.1% 80.4% 計 8,005,726 95.8% 計 8,005,726 95.8%

その他 0 0.0% -

計 93,849 12.1% 80.4% 主な指標 （単位：％、円/人）

合　　　計 773,122 100.0% 91.8% Ｈ18 Ｈ17 前年比

収入 利用料等収入 0 0.0% 皆減 9,742 10,128 96.2%

その他収入 8,798 1.1% 101.6% 4,289 4,871 88.0%

一般財源 764,324 98.9% 93.2% 50.2 44.1 113.8%
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人にかかる
コスト

貸方借方

資　産 負　債

その他

　平成１８年４月から平成２１年３月までの３年間、社会福祉法人福井県福祉事業団が指
定管理者として多様な利用者ニーズに対応する幅広いサービスの提供を行います。
　
　春休み、ゴールデンウィーク、夏休み、冬休みは、休館日をなくし、年始も３日から開館
して、利用者のサービス向上に努めるとともに、常に新たな企画内容を取り入れ、県内
の親子に何度でも来館してもらえるよう、ソフト面の充実を図っていきます。

　また、平成１８年度からは、県内の子育て家庭に対する支援として、未就園児対象の事
業に「子育てマイスター」の協力を得て、保護者の相談に応じる事業を実施しておりま
す。

　今後とも、利用者アンケートの実施やホームページ等で意見を聞き、ハード・ソフトの改
善をしていくことで、子どもが利用する施設として、安全で楽しめる施設運営を行っていき
ます。

　屋外広場には、全国でも数少ない大型遊具、屋内にはプラネタリウムが設置されてお
り、その人気も高く、一部を除いて無料ということもあり、県内外の多くの親子が利用しや
すい施設となっています。
　
　今後とも、多くの親子に利用してもらえるよう、新たな企画、サービスの向上に取り組ん
でいく必要があります。

　また、建設から約１０年が経過することから、利用者の安全を保つためにも、施設や機
器の適切に維持管理と効率的な運用をに努め、長期にわたり有効に活用できる状態に
保つ必要があります。

　当館は、次代を担う子どもたちが遊びを通して科学や文化に触れ、夢を育むための児
童健全育成拠点施設です。

　このため、年間を通して、子どもたちの学び・遊びの事業を開催しているところですが、
平成１８年度は例年の６月、１０月の企画展の開催に加え、児童福祉週間６０周年の記
念事業として児童健全育成推進財団と連携したイベントをゴールデンウィークを中心に
開催するとともに、開館７周年記念特別企画展として「ひろみちおにいさんと親子ふれあ
い体操を実施しました。

　この他、スペースシアターでは、プラネタリウムの投映に加え、利用者の嗜好にあった
映画の上映を行っております。

　【運営業務費　H18決算額：約126百万円　　H19予算額：約115百万円】

県民1人あたり有形固定資産額

県民１人あたり将来負担額

世代間負担率

物にかかる
コスト

貸借対照表の分析
　施設の建設が平成１１年度と新しいため、他施設より負債の割合が高くなっています
が、起債の償還が進んだ結果、正味資産の割合が初めて５０％を超えました。（H18償還
額688,058千円）

損益計算書の分析
　平成１８年度から指定管理者制度を導入した結果、施設の利用料金等が指定管理者
の収入となり、その収入分を差し引いて委託するため、物件費と利用料金等収入が前年
比９１．９％、皆減と大幅に減少しています。
　また、起債残高の減少により、公債費（利子）が約２０％減少しました。
　この結果、一般財源ベースでは、前年比６．８％の減少になり、県民１人あたりのコスト
についても、前年比６．５％改善しました。

バランスシート、
行政コスト計算書
の特色

施設の目的上、
管理運営上、
主要な事業

今後の課題

今後の事業方針
取組み内容

人口千人あたりの近隣県の大型児童館入館者数
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